
JP 2011-522442 A5 2012.7.19

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年7月19日(2012.7.19)

【公表番号】特表2011-522442(P2011-522442A)
【公表日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2011-512558(P2011-512558)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  31/042    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月31日(2012.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　　●ＡＣＲ１は、１８重量％のメタクリル酸の共重合ユニットを含有すると共に２．５
ｇ／１０分間のＭＦＲ（ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８に従って１９０℃、２．１６ｋｇにおいて
測定される）を有するエチレンメタクリル酸コポリマーに由来する２０ミル（０．５１ｍ
ｍ）厚さのエンボス加工シートである。
　　●ＦＰＦは、コロナ表面処理したＴｅｄｌａｒ（登録商標）フィルム（１．５ミル（
０．０３８ｍｍ）厚さ）であって、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａ
ｎｄ　Ｃｏ．，Ｉｎｃ．の製品である。
　　●ガラス１は、ＰＰＧ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＳｔａｒｐｈｉｒｅ（登録商標）
ガラスである。
　　●ガラス２は、アニーリング処理された清澄なフロートガラスプレートの層（２．５
ｍｍ厚さ）である。
　　●ガラス３は、Ｓｏｌｅｘ（登録商標）太陽光制御ガラス（３．０ｍｍ厚さ）である
。
　　●アイオノマー１は、ＩＯＮ　Ｋから作製された６０ミル（１．５０ｍｍ）厚さのエ
ンボス加工シートである。
　　●アイオノマー２は、ＩＯＮ　Ｃから作製された２０ミル（０．５１ｍｍ）厚さのエ
ンボス加工シートである。
　　●アイオノマー３は、ＩＯＮ　Ｆから作製された３５ミル（０．８９ｍｍ）厚さのエ
ンボス加工シートである。
　　●アイオノマー４は、ＩＯＮ　Ｄから作製された２０ミル（０．５１ｍｍ）厚さのエ
ンボス加工シートである。
　　●アイオノマー５は、ＩＯＮ　Ｆから作製された２０ミル（０．５１ｍｍ）厚さのエ
ンボス加工シートである。
　　●アイオノマー６は、ＩＯＮ　Ｇから作製された４５ミル（１．１４ｍｍ）厚さのエ
ンボス加工シートである。
　　●アイオノマー７は、ＩＯＮ　Ｇから作製された２０ミル（０．５１ｍｍ）厚さのエ
ンボス加工シートである。
　　●アイオノマー８は、ＩＯＮ　Ｋから作製された２０ミル（０．５１ｍｍ）厚さのエ
ンボス加工シートである。
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　　●太陽電池１は、厚さ１２５μｍのステンレス鋼基板を有する１０×１０インチ（２
５４×２５４ｍｍ）のａ－Ｓｉベースの薄膜太陽電池である（米国特許第６，０９３，５
８１号明細書、実施例１）。
　　●太陽電池２は、１０×１０インチ（２５４×２５４ｍｍ）のＣＩＳベースの薄膜太
陽電池である（米国特許第６，３５３，０４２号明細書、第６欄、１９行目）。
　　●太陽電池３は、１０×１０インチ（２５４×２５４ｍｍ）のＣｄＴｅベースの薄膜
太陽電池である（米国特許第６，３５３，０４２号明細書、第６欄、４９行目）。
　　●太陽電池４は、１０×１０インチ（２５４×２５４ｍｍ）の多結晶ＥＦＧ－成長ウ
エハから作製されたシリコン太陽電池である（米国特許第６，６６０，９３０号明細書、
第７欄、６１行目）。
　　●太陽電池５は、１２×１２インチ（３０５×３０５ｍｍ）のガラスシートの上に支
持された薄膜太陽電池である（米国特許第５，５１２，１０７号明細書、同第５，９４８
，１７６号明細書、同第５，９９４，１６３号明細書、同第６，０４０，５２１号明細書
、同第６，１３７，０４８号明細書および同第６，２５８，６２０号明細書）。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１　太陽電池層と、ナトリウムアイオノマー組成物の少なくとも１つの層を含むシートと
を含む太陽電池モジュールであって、（ａ）前記太陽電池層は、単一の太陽電池を含む太
陽電池層と、電気的に相互接続された複数の太陽電池を含む太陽電池層とからなる群から
選択され、（ｂ）前記太陽電池層は受光面および非受光面を有し、（ｃ）前記ナトリウム
アイオノマー組成物は、前駆物質のα－オレフィンカルボン酸コポリマーの中和されたイ
オン性誘導体であるナトリウムアイオノマーから実質的に構成され、この場合、前記前駆
物質のα－オレフィンカルボン酸コポリマー中に存在するカルボン酸基の全含有量の約１
０％～約３５％が、ナトリウムイオンによって中和されており、さらに、前記前駆物質の
α－オレフィンカルボン酸コポリマーは、（ｉ）２～１０個の炭素を有するα－オレフィ
ンの共重合ユニットと、（ｉｉ）そのα－オレフィンカルボン酸コポリマーの全重量を基
準として、約２０～約２５重量％の、３～８個の炭素を有するα，β－エチレン性不飽和
カルボン酸の共重合ユニットとを含む、太陽電池モジュール。
２　前記前駆物質のα－オレフィンカルボン酸コポリマーが、その前駆物質のα－オレフ
ィンカルボン酸コポリマーの全重量を基準として、約２１～約２３重量％のα，β－エチ
レン性不飽和カルボン酸の共重合ユニットを含む、上記１に記載の太陽電池モジュール。
３　前記前駆物質のα－オレフィンカルボン酸コポリマーが、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８に従
って１９０℃、２．１６ｋｇにおいて測定されるメルトフローレートとして、約６０ｇ／
１０分間以下のメルトフローレートを有し、かつ、前記ナトリウムアイオノマーが、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ１２３８に従って１９０℃、２．１６ｋｇにおいて測定されるメルトフローレー
トとして、約１０ｇ／１０分間以下のメルトフローレートを有する、上記１に記載の太陽
電池モジュール。
４　前記ナトリウムアイオノマーが、ＡＳＴＭ　Ｄ６３８に従って測定される曲げ弾性率
として、約４０，０００ｐｓｉ（２７６ＭＰａ）より大きい曲げ弾性率を有する、上記１
に記載の太陽電池モジュール。
５　（ｉ）前記前駆物質のα－オレフィンカルボン酸コポリマーが、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３
８に従って１９０℃、２．１６ｋｇにおいて測定されるメルトフローレートとして、約２
５ｇ／１０分間以下のメルトフローレートを有し、（ｉｉ）前記前駆物質のα－オレフィ
ンカルボン酸コポリマーが、約２１～約２３重量％のα，β－エチレン性不飽和カルボン
酸の共重合ユニットを含み、（ｉｉｉ）前記前駆物質のα－オレフィンカルボン酸コポリ
マー中に存在するカルボン酸基の全含有量の約２０％～約３５％が、ナトリウムイオンに
よって中和されており、（ｉｖ）前記ナトリウムアイオノマーが、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８
に従って１９０℃、２．１６ｋｇにおいて測定されるメルトフローレートとして、約５ｇ
／１０分間以下のメルトフローレートを有する、上記１に記載の太陽電池モジュール。
６　前記ナトリウムアイオノマー組成物を含むシートが、ナトリウムアイオノマー組成物
から実質的に構成される単層の形態である、上記１に記載の太陽電池モジュール。
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７　前記ナトリウムアイオノマー組成物を含むシートが、多層シートの形態であって、２
つ以上の副層を有し、その副層の少なくとも１つはナトリウムアイオノマー組成物から実
質的に構成され、多層シート中に存在する他の副層のそれぞれは、酸のコポリマー、アイ
オノマー、ポリ（エチレンビニルアセテート）、ポリ（ビニルアセタール）、ポリウレタ
ン、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリオレフィンブロックエラストマー、α－オレフ
ィンおよびα，β－エチレン性不飽和カルボン酸のコポリマー、シリコーンエラストマー
、エポキシ樹脂、およびこれらの２つ以上の組合せからなる群から選択される少なくとも
１つのポリマーを含む、上記１に記載の太陽電池モジュール。
８　前記ナトリウムアイオノマー組成物を含むシートの全厚さが約０．２５～約１．５ｍ
ｍである、上記１に記載の太陽電池モジュール。
９　前記ナトリウムアイオノマー組成物を含むシートの全厚さが約０．３８～約０．８９
ｍｍである、上記１に記載の太陽電池モジュール。
１０　前記ナトリウムアイオノマー組成物を含むシートが太陽電池層に直接積層される、
上記１に記載の太陽電池モジュール。
１１　太陽電池層の受光面に積層される前面封止層と、太陽電池層の非受光面に積層され
る裏面封止層とを含む太陽電池モジュールであって、前面封止層および裏面封止層の一方
が、上記１に記載されるナトリウムアイオノマー組成物を含むシートであり、前面封止層
および裏面封止層のもう一方は、α－オレフィンおよびα，β－エチレン性不飽和カルボ
ン酸のコポリマー、α－オレフィンおよびα，β－エチレン性不飽和カルボン酸のコポリ
マーのアイオノマー、ポリ（エチレンビニルアセテート）、ポリ（ビニルアセタール）、
ポリウレタン、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリオレフィンブロックエラストマー、
α－オレフィンおよびα，β－エチレン性不飽和カルボン酸のコポリマー、シリコーンエ
ラストマー、エポキシ樹脂、およびこれらの組合せからなる群から選択されるポリマー材
料を含む、上記１に記載の太陽電池モジュール。
１２　上記１に記載されるナトリウムアイオノマー組成物を含む２枚のシートを含む太陽
電池モジュールであって、前記前面封止層および裏面封止層のそれぞれが、その２枚のナ
トリウムアイオノマーを含むシートのいずれかである、上記１１に記載の太陽電池モジュ
ール。
１３　入射層をさらに含み、その入射層はモジュールの最外表面層であって太陽電池層の
受光面側に位置している、上記１に記載の太陽電池モジュール。
１４　裏面層をさらに含み、その裏面層はモジュールの最外表面層であって太陽電池層の
非受光面側に位置している、上記１に記載の太陽電池モジュール。
１５　前記入射層が、（ｉ）ガラスシート、（ｉｉ）ポリカーボネート、アクリル、ポリ
アクリレート、環状ポリオレフィン、ポリスチレン、ポリアミド、ポリエステル、フルオ
ロポリマーおよびこれらの２つ以上の組合せからなる群から選択されるポリマーを含むポ
リマーシート、および、（ｉｉｉ）ポリエステル、ポリカーボネート、ポリオレフィン、
ノルボルネンポリマー、ポリスチレン、スチレン－アクリレートコポリマー、アクリロニ
トリル－スチレンコポリマー、ポリスルホン、ナイロン、ポリウレタン、アクリル、セル
ロースアセテート、セロハン、ポリ（塩化ビニル）、フルオロポリマーおよびこれらの２
つ以上の組合せからなる群から選択されるポリマーを含むポリマーフィルム、からなる群
から選択される、上記１３に記載の太陽電池モジュール。
１６　前記裏面層が、（ｉ）ガラスシート、（ｉｉ）ポリマーシート、（ｉｉｉ）ポリマ
ーフィルム、（ｉｖ）金属シート、および（ｖ）セラミックプレートからなる群から選択
され、その場合、前記ポリマーシートは、ポリカーボネート、アクリル、ポリアクリレー
ト、環状ポリオレフィン、ポリスチレン、ポリアミド、ポリエステル、フルオロポリマー
およびこれらの２つ以上の組合せからなる群から選択されるポリマーを含み、前記ポリマ
ーフィルムは、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリオレフィン、ノルボルネンポリマ
ー、ポリスチレン、スチレン－アクリレートコポリマー、アクリロニトリル－スチレンコ
ポリマー、ポリスルホン、ナイロン、ポリウレタン、アクリル、セルロースアセテート、
セロハン、ポリ（塩化ビニル）、フルオロポリマーおよびこれらの２つ以上の組合せから
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なる群から選択されるポリマーを含む、上記１４に記載の太陽電池モジュール。
１７　前記太陽電池が、結晶シリコン（ｃ－Ｓｉ）および多結晶シリコン（ｍｃ－Ｓｉ）
に基づく太陽電池からなる群から選択されるウエハベースの太陽電池である、上記１に記
載の太陽電池モジュール。
１８　位置的な順序で、（ｉ）入射層と、（ｉｉ）太陽電池層の受光面に積層された前面
封止層と、（ｉｉｉ）太陽電池層と、（ｉｖ）太陽電池層の非受光面に積層された裏面封
止層と、（ｖ）裏面層とから実質的に構成される太陽電池モジュールであって、その前面
封止層および裏面封止層のいずれかが、上記１に記載されるナトリウムアイオノマー組成
物を含むシートである、上記１７に記載の太陽電池モジュール。
１９　２枚のシートを含む太陽電池モジュールであり、その２枚のシートのそれぞれが上
記１に記載されるナトリウムアイオノマー組成物を含む太陽電池モジュールであって、前
記前面封止層および裏面封止層のそれぞれが、その２枚のナトリウムアイオノマー組成物
を含むシートのいずれかを含む、上記１８に記載の太陽電池モジュール。
２０　前記太陽電池が、アモルファスシリコン（ａ－Ｓｉ）、微結晶シリコン（μｃ－Ｓ
ｉ）、テルル化カドミウム（ＣｄＴｅ）、セレン化銅インジウム（ＣＩＳ）、二セレン化
銅インジウム／ガリウム（ＣＩＧＳ）、光吸収色素、および有機半導体に基づく太陽電池
からなる群から選択される薄膜太陽電池である、上記１に記載の太陽電池モジュール。
２１　位置的な順序で、（ｉ）入射層と、（ｉｉ）上記１に記載されるナトリウムアイオ
ノマー組成物を含むシートを含む前面封止層と、（ｉｉｉ）太陽電池層とから実質的に構
成される太陽電池モジュールであって、この太陽電池層は薄膜太陽電池が蒸着された基板
をさらに含み、この基板は、その基板がモジュールの最外表面であると共に前記太陽電池
層の非受光面側に位置するように配置される、上記２０に記載の太陽電池モジュール。
２２　位置的な順序で、（ｉ）太陽電池層と、（ｉｉ）上記１に記載されるナトリウムア
イオノマー組成物を含むシートを含む裏面封止層と、（ｉｉｉ）裏面層とから実質的に構
成される太陽電池モジュールであって、この太陽電池層は薄膜太陽電池が蒸着された表板
をさらに含み、この表板は、その表板が太陽電池層の受光面側におけるモジュールの最外
表面となるように配置される、上記２０に記載の太陽電池モジュール。
２３　太陽電池モジュールの製造方法であって、（ｉ）上記１に記載されるすべての構成
要素の層を含むアセンブリを用意するステップと、（ｉｉ）太陽電池モジュールを形成す
るためにそのアセンブリを積層するステップとを含む、方法。
２４　前記アセンブリを、上記１８に記載される構成要素の層を含むように構成する、上
記２３に記載の方法。
２５　前記アセンブリを、上記２１に記載される構成要素の層を含むように構成する、上
記２３に記載の方法。
２６　前記アセンブリを、上記２２に記載される構成要素の層を含むように構成する、上
記２３に記載の方法。
２７　前記積層するステップを、前記アセンブリに熱を加えることによって実行する、上
記２３に記載の方法。
２８　前記積層するステップが、前記アセンブリに真空または圧力を加えることをさらに
含む、上記２７に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽電池層と、ナトリウムアイオノマー組成物の少なくとも１つの層を含むシートとを
含む太陽電池モジュールであって、（ａ）前記太陽電池層は、単一の太陽電池を含む太陽
電池層と、電気的に相互接続された複数の太陽電池を含む太陽電池層とからなる群から選
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択され、（ｂ）前記太陽電池層は受光面および非受光面を有し、（ｃ）前記ナトリウムア
イオノマー組成物は、前駆物質のα－オレフィンカルボン酸コポリマーの中和されたイオ
ン性誘導体であるナトリウムアイオノマーから実質的に構成され、この場合、前記前駆物
質のα－オレフィンカルボン酸コポリマー中に存在するカルボン酸基の全含有量の約１０
％～約３５％が、ナトリウムイオンによって中和されており、さらに、前記前駆物質のα
－オレフィンカルボン酸コポリマーは、（ｉ）２～１０個の炭素を有するα－オレフィン
の共重合ユニットと、（ｉｉ）そのα－オレフィンカルボン酸コポリマーの全重量を基準
として、約２０～約２５重量％の、３～８個の炭素を有するα，β－エチレン性不飽和カ
ルボン酸の共重合ユニットとを含む、太陽電池モジュール。
【請求項２】
　太陽電池モジュールの製造方法であって、（ｉ）請求項１に記載されるすべての構成要
素の層を含むアセンブリを用意するステップと、（ｉｉ）太陽電池モジュールを形成する
ためにそのアセンブリを積層するステップとを含む、方法。


	header
	written-amendment

